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凍死に闘する賓j験的研究集

特にア Yレコ~ J;レ投輿の場合の脳波に就いて

田中正之森田貞美

(低j経科皐研究所 感挙部門)

緒 fき
Z司

さきに私は無麻酔の家兎に就いて凍死過程に於ける腕波の消長を詳細に観察し，脳温の下降

に伴い，大脳皮質の機能がかなり王子J聞に障碍を来すととを明にした，1)しかしながらとの問題に

闘しては更に種々なる僚件の下に於て質験を行いJ その機構をi判明する必要があるように思わ

れる.との見地から諸種築物を投興して，大脳機能の異常を起さしめ，衣でとれが凍死の病理，

特に脳波えの影響を温究しようと Lた.

先やその第1階賜として，大脳皮質に作用してその抑制機能を腕揮し所謂精紳殻揚欣強註表

すといわれるアルコ{ルをとりあげてみた. その理由は古来アルコールが凍死と密痩な閥保が

あるといわれてゐるにも拘らや，アルコ同}]...酪曹の裡に凍死に至る迄の大踏の機能に関しては

未だ十分に明にされてゐないからである. との事は寅際にかなり重要な問題でるると思われる

が，アルコ{ルが凍死過程の脳波に及ぼす影響に就いて記載した報告は今日渉識し得る範閣に

於ては見常らない.一歩をゆづってアルコ ~l]..作用時の脳波に就いてみても，その業績は鱗片

的で翠々たるものである.僅かに人間に於てはLiberson，2lGi凶s，Gibbs & Lellll@x，~)家兎に於

ては小野江41の記載をみるにすぎない・

私はとの閑却されてゐる問題a:-，脳波の消長をと温究するととによって明にすると共に，アル

コ{ルの!抑制土凍死を招来しやすいという従来一般の考え方にも検討をと加えようとしたもので

ある.
省合

費 験方法

アルコ{ルを投興するに営って先十問題になるのはその麻酔量の決定でるる. とれは極めて

重要なととでるって， アルゴ{ルがt泣笠興方法，濃度，量のみならオ宇F

袋北i海毎滋大準低i滋昆手科ヰ塁翠詳業絞寄第雪 8別8~滅虎. 中村弘教授指導
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件用が著しく影響されるととは周知の通りである. J offroi;;)は家兎について叫致死量は諦脹内

注入で毎砥6.2gと述べてゐる. しかし試みにその今量，却ち 25%のものを!毎砥3.0gの割合で

恰々に (10C.Cにつき 1分の速さ)耳静脈内に注入してみたが，家兎は2例とも注入後羽もなく

死亡した.共に毎砥2.0gの割合で更に徐kに (10C.Cにつき 2分の速さ〉注入したが，かなり

強度の酪街祇態を惹起し，長時間の質験に縫えられないやうに思われたので，持]if;1.5 gにしfr.

との量では麻酔作用も十分で，まく寅験に唱え得るととができた.

寅験第 1 ばアルコ~)レ7主入後， 180分後に至る開の脳波及び鰐温〈直極〉の消長を視察したも

の官、ある.

質験第2はアルコ{ル注入15分後， -40'Cの低混室に毎露し死に至るまで同様の盟察を行っ

たものである. との場合は直温の他に熱電封を用ひて8í~温及び1主祖をiJllj定 L た. m託波のJ寝::t1，

際温の測定に就いては前報!'c詳しく越べたので省略する，

験成績 I

諜備費験(アJレコ{ル注入後室温に置いたもの)(第1悶及第 1表参!!iO

1.鰹温の(直溢〉泊長

厳密に補正を施したアルコ ~A温度計を直腸内に深く挿入し， 15好毎に 180分後まで直i読を

測定した・正三温はアルコ~)J..-注入車前肢に緊縛直後に比し軽度の下降を来し7dt注入後 5-80

分後までは 3倒 (No.3. No. 4. No・5)は市I次下降を続け， 2 fyJJ (No. 1. No. 2)は依然注入直

前と同廿温度をと維持した.

然るに 30，....，60分後に至って官混は却って上主1・a::始めるのが金例にみられた.そして 90-13う
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第 1図 鑑ìÆ\，曲被 (25~五ア 11，.::J: __ノレ 6ccjkg自制度津射)
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分後(平均時々 120分後〉最高に悲し 0.4，....，0.9
0C(平均0.80C)の上昇を示した. しかし間もな

く下降し， 2例 (No.1. No.のは luO......，165分後上打iIIjの温度に復師したが他の3fyJJは180分

後に至ってもなを復臨しなかった.第1院は No.4とNo.7の躍温曲線を示したものでるる.

との直混の上昇は家兎に於ては人間と呉り汗の分泌によって熱の放散を行うととが殆ど不可

能なlことに{衣るものであらうと思はれる.

n. Jj南波の消長(第1茨参照〕
α波はアルコ戸)v注入直後軽度で、重うるが周波数の減少を来し同時に振l臨もかなり減少したも

のが2例 (No.3. No. 5)，周波数は縫らないが掠踏の却って増大したものが1{yJJ (No.りあっ

た.叉全く α波の認められないものが2例 (No.2. No.句。あった.此の際にみられたα波は

いづれも注入直前に比L，連続度は短(，注入直後 α波の出現は明かに抑制されたようであっ

た 5分以後に於ては α波はかなり明瞭に認められ，周波数も注入匹前と同政，又はそれ以上

になったが振幅は不安定で、不規則に増大或は減少し， No.1を除き増大したものに於ても注入

直前のそれ以上になったものは無かった.建制度は依然短いものが多カーったが直温上打の始ま

る持J切には比較的連続度も長く周波数も大となるもの Lょうであった.そして最高直温を示し

た時間にはとの傾向はかなり I切に認められ，共の後臨i毘下降j:l~ に於ても α 波の周波数は比較的

大きいものが出現した. しかし振i隔は前に述ぐたやうに賠協の?角度の聞に一定の関係は認めら

れなかった.徐波については注入直後頂黙の和々鈍化した不安定なものが現れ振幅も多少減少

したが，共の後は α波間五:it増減の傾向は*!J然としなかった.周波数¢悶採についてもaJa-々同様

で注入直後2--4F訟の周波数の少いものが認められたが，館混上昇と共に4-6Fたの開校教の

大きいものが多数日i現ずる傾向を示した. Liberson~) は趨堂。アルコ{ル服用によって α 放は

出易くなり 5-7Hzの徐波に混って19Hzの謹波が出現したと述勺小野江4)は家兎について

あ%のアルコ ~}v毎砥 4c.c を耳静l庭内に注入[時間の経過と共に α 放の Gruppen13ildung， Ver-

kleltungむ明かな出現:t::みたと議ベてゐる.

叉 Gihbs，Gibbs & Lennox~) 等の 95% アルコ{ル 30-40C.c飲芹jにより泥酔に歪らしめた人

聞についての箆験では，意識Dある開は悶波数の高いもの (20fb;)の振幅が増ずと共に低いも

の(10品)v.慌幅は減少するが，意識が失はれると振幅D大きな周波は消えて振幅の小さい5

Hzの徐波が代って現れるといふ.

木賞、験に於ては前速の如く毎砥1.5g u::静脹内に注入したが，家兎は安静で、臨iAlの上昇ーと共に

呼吸教の鴻加を来し筋肉も弛緩して明かに部町i払態にあるもの L如くでるった.即ち毎砥1.5g

の ;lfJi~H民内注入は家兎にとってはかなりのf置と忠はれるもので、あったが，脳波は仮に越ぺたやう

に Gibbs~) 等のみたような所見は認められすヘ酷温の上安?に伴い α 波の謹節度及び周波数の増

加!在来し，徐被は4-6Hzのものが多数現れるという成績であった・
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即ち十分純酔:せしめるに足る量でるったが α波の出現がかなり顕著になるという傾向は前者

の成績と同様であった.

、 第 1表 アノレコ戸ノレ投入による所見(常温室)
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本賢験(ア)1.-コ~)レ注入後，低温室に入れたもの) (第2悶，第3r@J，第2表委!!告)

1.脳温の消長

1lti毘曝露富前のs!&i温は 36.10C_35.70C(王子均3.'i.90C)を示した. !曝露後一過性のJjf~íi毘上十?を見

たものは4例中 1例のみで、るった.即ち No.62が40秒後， 0.2
0

C ([)上告Iーを3IEしたが50秒後に

は王子くも.再び下降しはじめ 1分10fj，で上昇前の温度に復蹄した.との一過性の)J昂温上外は寒冷

刺戟にi討する生韓の反躍とみなすべきものでとれば正常家兎の場合でも見られた現象でるる，

しかし正常家兎で6例中3例に見られたのに反しアルコ{ル注入の場合は頻度もIJ、で、又x，J;1の

時期も柏々おくれその持続時間も短い.却ち生鰹反感としての脳湿の一過性の上村は弱いとい

うととができる.

脳温は第 21白;に示すやうに 10分後宮εは拍々急:に下降するが其の後は何等認可むべき特徴を

示さ歩綬徐にしかも直線J!たに死に至るまで下降した. そしてアルコ~)1-によると忠はれるよう
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な躍温の上昇jう至停留は全くみられなかった.脳温はf:tf罷に比し略々 lOC低〈消長し殆E大差

は認められないが，とれに反し臨温はその釘探に比し3_40C王子均低く泊長した.とのととは特

に注目すべきととで，アルコ ~J1.- の特徴を如富に示すものである.

即ちアルコ~)1.-は脳血管を恕鐸的に披張させるために/J路温はあまり下降せナ，叉臆表の血管

がJ主張するととKより内部の流血霊・は減じ従って腹混は低下するものと解される.

第 2表 fs:iKiI.曝露によるji'!!温下降

30' 60' 90' 12O' 150' 180' 

霊苦 EEi 37.6 3.5.1 31.9 28.7 25.7 22.8 20.9 

Hi1. 滋! アノレコ{ノL臨時 36.9 32目1 29.0 26.0 22.3 • 18.9 16.5 

下 F手 Jie 0.7 3.0 2.9 2.7 3.4 3.9 4.4 

蛮f R百 36.5 30.~ 26.5 23.4 20.3 17.0 l'.U 

悩 1 滋 | ア Iv:::z-ノレ投 36.5 29.2 2.63 23.4 19.3 15.7 13.4 

下 F手 度 0.2 ].0 0.3 。 1.0 ].3 ].7 
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第 2圏

1‘1"30' 2" 2"30' 3' 

凍死過程の鶴浪曲線 (25~6アノレコーノレ F∞.jkg 静脈注肘〉

n. I脳波の治長〈第 31組委!!わ
1例を示すと次の如くである.

No.'62.. 白 O 2.8kg. 

アルコ-)1.-注入直前(脳湿36.40C，臨温37.20C，直温36.7"C)

α波の出現はか主主り著明で，徐波vc重墨せ歩明かに稿々規則的な波形ではるるが10秒間vc2

寄ら
匂.
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群みられた.その1は1.3秒連続する 14.2Hz， 40-220μy (王子均130/.1めのもので他は20秒

主主出する 14.2Hz， 80，....， 460μV(平均200μめのものである. 脳.には後者を示した.とのほ

かに徐波に璽毘する不規則主主波形のものが多数出現したがそれらはすべて14Hz前後のもので

あった.徐波は前記のやうに α波が藍蛤し波形は一般に不規則で頂!!I}jの尖鋭なものが多いが，

その殆んど大部分が2Hzで連続性もかなり認められた. 共の他3Hz，4Hzが極めて少数であ

るが不規則に混入して出現した.振幅は180-400μV(平均290μnであった.

f正浪曝露直前(アルコール注入 15 分後，脳i温 35.~OC，腹温 37.rc. 直温 36.b・C)

振幅はかなり減少し波形も一般に頂黙の鈍化~来した.〆α 波む群乞形成ナるものは僅かに 0.4

秒謹綾ずる 1.40Hz， 90-160μV (司王均130tW)の 1群が認められたのみで徐波iて重正義するも

のに五つては根幅は極あて小さく殆E痕跡的存在を示ずにすぎなかった.徐波は何れも頂離が

鈍化し2，....，6Hzのものh'II[苦々悶ヒ割合で何等規則性を示さ歩交錯して出現した.援|簡は 110-

370μJI(平均190μので注入前の時々 2/3に減少した.

即ち強備露験で既に指摘したようにアルコ~)1-注入のかなり早期に於て擬憾の減少を来し艮

ワ α波。出現頗度も明に減少ナるのが認められた.

f正視曝露直後(日高温3l5.6.C，腹温37.0・C，宜温35.o.C)

波形は11暴露直前に比し大差を認め縫いが，徐波の頂黒Iljの鈍化は更に明かになるもの Lょうで

るった.α波は曝露ffi{前に於げると同i5x，僅にその痕閥的存在を示すむみで判然としない.徐

波は3Hzが字数で最も多く 2Hz及び4Il?;がとれにきたさf，以下5Hz，'6Hzの)1闘に少くなって

ゐる.振~I誌は 110--300μV (170μJI)平均でその減少は極めて軽度であった.

1分後 CJjjiI温35.4
0

C，1良温37.00C)

振幅はil暴露直後と 111各々同様でα波eも依然として不明瞭で、あるが，徐波。尖鋭性は多少快復の
¥ 

傾向a;示した.そして2-6ll:品二のものが略悶じ割合でIH現じた.振J¥I誌は 100-240，1.IfI(平均160

μめで大差は認められなかった.

3分後(JJ自治:J3-1.7
0

C， )良温36.ぴC)

振怖は多少挟復の傾向を示したがあまり明かではない. α波は:昨を形成ナるものは見もれや

徐波に護品ナる 14Hz前伎のものが僅.に故見された.徐波の頂黙は再び鈍化したやうに思はれ

る.その周波数は1分後と殆ど同肱で2-7HzのものがIil&k悶1敢にみられた.振幅は 80-260

tlJl (平均180μめで1分後に比し軽度々増加が認められた・

5牙後 CIl除湿33.4"C，I良温34.9"C，也温33.3.C)

振幅は蒋び減少し徐波の頂鼎jV鈍化は更κnJ:Jかと恋った. αf皮は再び判部とせす不全く症閥、と

して認められるにすぎない，徐波は依探として不規則なものがみられた.共の中大部分は2Hz，

e 
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41z， 5Hzで11I佐々同じ割合で出現しf也氏少数の 3Hz，6Hzが混入した.振幅は 120-引0μy

〈平均150μめに減少した.

10分後(脳温31.7
0

C，11互誼l32.8"C，芭温31.50C)

振幅の減少はかなり著明となった. α 波はとのi屈に於いてもな~僅にその痕跡的作設が認め

られた.徐波1;1史Iと}頁馳がよJe化し，6Hzが約字数で最も多く，以下4Hz，5Hzの)IKHz::少くな
軽率;

った.4.民*雨は 80-220μV(120μV)平均であった.

30分後(脳温29.ぴC，I良温30.70C，直温21γC)

振幅は史に著しく減少し徐波もとの期に至ってその頂鞘は明かに鈍化L北.徐波の約字数は J

4Hzでとれに少数の 2Hz，3H7;が混入しとれらがかなり連続して出現した振幅は 80-100μy

(平均90μめに減少した.

45 分後(/Jí~温 2ì.'í・C，脱出130.0
0

C)

一般に波形は 30分後と時々同様でるるカ汚令波の頂貼は更に著しく鈍化し連接性も増加iした.

即ちとの期では 3Hzが多くなり少数の 4Hzと共に連続旦つ安定して出現し，。放の性絡を最

も明に示Lた.振幅は 60-90μV(平均801-lV)に減少した.

60分後(Hiai温25，7
0

C，腹温28，6"C，(阜温26札C)

徐波は問主主，多数の 3Hzが少数の .1Ezと共にかなり連続して出現するがその波形は税々崩

れて不規!tせとなり，多少安定性与を快くに至った. tlえ~I話は 60-80f.tJ; (平均 70μめで軽度の減少

を来した.

75分後 CIli詰温2.1.6
0

C，1加盟27.60C)

波形は民.1ft:崩れて不規則性を増し挺11II主も亦著しえ減少した.従って政改の計測はお(j々 困難と

なったが，徐波と LてUJjかに認められたものについてみると依部として 3Hzが大部分で他κ少

数の -1Hzが混入して居札周波数の閥係は 45分以後同であった， JJJ{I!I{iほ 4-70μVC平均50

μFうに減少した.

90分後(脳協 23，，~OC) 眼視 26.4
0

C，也i昆 23.2
0

C)

此のj拐に亙ってJ刷Jfi~は更に悲しく減少しか、波の出拡牲は殆ど認められや， !Jiaii皮は単なる不規

則な基'rJ~([)動指として認占うられるに韮った.即ち正常の脳波の性維は夫はれたものとみなして

差支えないやうに忠はれた.気無麻酔の場合の平均60分後によ七しかなりの辺延が認められた.

120分後 CIJ出温 19.2
0

C，I良i毘22.30C，芭温21.0，C)

振qll;;は更に減少じて脳波はt.fr:;;た直跡的に近いものとなり.との![}、態は 150分後 CIl歯温16.30C，

腹溢18.1oC，直温17.f/C)に於ても同総権政して認められた.

165分後 (/J笥温14.4
0

C，腹混16.9
0

C)

‘突知1，Iliai波の呼現がみられた.即ち軽度でるるが振幅の増大を来し，5Hz前後のf余波とみな
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されるものが，かなり多数出現した. しかし波形は極めて不規則立つ不安定なものでるった，

とれらの掠~J話は 40-140μV(平均 80μめであった.

195 分後(脳温 11ぷC，股温 14.8
0

C，直温 12.~OC)

前記のf余波とみられるものは良に泊失し脳波は全く直線JjJ，となワて完全に停止した. そして

215分(脳温 10HC，I良温12.:4"C)に去って家兎は心4W1IiJJ:数毎分29となった.資験のiifl合上と

の時期~以て死亡とみなした.
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第 3悶 アノレコ』ル投興家E置の lJjHiHMí伐に於ける lJi~iI~

他の例に就いても IJJ持々とれと向松の所見がみられた.即ちq暴露直後K於ける振幅の減少は極

めて軽度で，アルコ{ルを投輿しないものでは1/2'"J/31r:.減少するのに反し No.63 (s暴露Iliiの

1/2を示す〉を除く外はすべて時々 4/5に減少したにすぎなかった・ α波は直後に於ても完全に

泊先せす不明瞭ではあるが，その痕跡が全例に認められた，即ち!I黒鉛産後の生fJ豊反!虫、は腕温向
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続劉照に比L軽度であった. 3分後援協の快復は No.64， No. 65 にみられたが極めてiI~~皮で、

No.63では明かでなかった. 5分以後t同誌は溺失減少し， 10分後 (No.64， No. 65)乃至30

分後(No.03)には極めて安ノ合ifhのある 8波が連続して出現し，町長々 60分後まで機能して認め

られた.即ち No.64は10分後5-4Hz， 30分後4-2政， No.65は10分後4-3Hz，30分

後 3Hz， 60分後3-2Hz， No. 63は30分後4Hz，60分後3Hz，のδ波とみなされるものが

振胞の漸減と共にその同期も漸次延長して出現するのが認められた. とのように δ波の出現は

お照に比し極めて著明でるづた.脳波は共立三後周期性を失ひ振~J話も更に著しく減少し.ïE常の脳

波の性絡は全く失われるに至った.とれば No.64で、は早くも 60分後にみられたが他はすべて

fJO分後であった.全例平均ば83分後(脳湿引.2'C，)疫温26.80C，在溜2-1ぷC)で掛照に比し23

分必くれて居り脳温も 3.10C低かうた. しかしとの時期には心電回に何等著しい箆{ヒは認めら

れなかうた.共の後IJ白波は依然として性絡の失われたま L直棋に近づくが150分後 (No.(5)， 

165分後 (No.63)に韮って突如として脳波の再現を来した.No.64法詮に再現を見なかった

が，との時期は平均160分後(脳温14ぷC，限協同.10C)で封照に比し23分沿くれ脳温は3.4"C も

低くかてコた， との場合再現した!l~i改は封照と異り u 波様のものは杢三みられ歩叡に主fuベたゃう

に， No.62 に 5Hz前後の徐i邸主のものが僅にみられたのみで他はいづれも伺等周期性~示さ

や極めて不規江Jlな波形のもので、るった.保J!I函も No.65が 240μJI:でかなり増大往来したが他の

ものは 801lV程度のもoで一般に保腕の増大は!f~g度で、あった.又との脳波の碍現は極めて短時

間で治夫し， 15分以上持続したものはなかった.共後腕rL立は:pf.・び去る総の動指を示すのみとなり

165分後 (No.(5)， 170分後 (No.(4)， 190分後 (No.6:3)に完全に泊先した，金例平均 180

分後 (Hi奇温13.20C，IJ瓦温16.3
0
C)で劉照によ七し5分必くれ脳温は1.1OC低かった.心f~，i動の停止

はlS05t後 (No.(5)， 190分後 (No.64)， ~'05 分後 (No. 63)，平均198分後(腕混11.70C，

腹話[UNC)でお目立に上Lし10分おくれ脳i置は 1.20Ciまかった.

総括並iこ考按

家兎にアルコールを勾:砥1.5gの割合でヰ静脈内に注入すると植温(直混〉は 30-CO分後よ

り上汗 Lはじめ， 1¥1昔々 120分で最高に挫し千均O$Cの上好ーを来すのがみられた. そして脳波

も骨量温の上昇にwいα波[;連続皮及び周波数を増し 120分頃よりとの傾向はかなり著明になっ
た.徐波についても周波数の増加が認められ，はじめ2-4Hzのものが多かったが鰹温上昇時

には 4-6Hzのもむが多数出現した.しかしα波とみられるものは全く認、められなかった.と

のようにα波のIH現がかなり苦iりjになるととは Liberson，g，小野江小も認めてゐるが，館j湿の

上作と時々平行するととはト?に興味のある所見である. とればアルコ{ルの鑓内に於ける自主

化の問題とも関連するやうに忠われるが，本文に於てはたピ成績を述べるにとピめたい.
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きたI'L J:記の点目くアルコ~)l--を投興した家兎を-40
0

C の低調.に l怒露して凍死せしめた場合では髄

温の治長;こ極めて注目すべき事:震が認あられた. その1はl保露直後に於ける生鰹の反臨として

のs1Aiifnlの一過性の上昇が対照，即ち無腕辞の場合に比じ軽度であったととである. とれはアル

コ ~}t.-の麻酔作用による反射機能の減弱によるものと忠われる.第 2 には腹i最と JJ出湿 ξ の下降

皮の関係、である.第2去に示したやうに腹温はお照のそれに比し 2.5--3.0
0

Cfltく泊長したが!時

視については殆 ëZ~は認められなかった.即ち脳温は腹混に比し下降は程度であった. とれは

アルコ{ルが脳血管制問率的に扱張ずるので脳混はるまり下降せや，又膿表皮の血管蝦張によ

り鰹中限部の流血量がi成じ，従って臨調は脳温に比しかなり著しい下降を来すものと僻される.

とれはフつlノコ ~Jレの血管にままする作用を極めてよくるらはず所見である.脳波についてみると

限露芭後に於ける掠腕の減少はl保露前のそれの 4/主でお照!)1j:J ~ J/日に比L相めて軽度であっ

た.α波は時露直後に於てもプ己杢に1自失せす叩!告を 10分後まで、その痕跡的存tEが認められた.

しかし共後は再び出現するととはなかった. 3 分後に於けるJ刷q~\の快復も軽度で，共後振招の

漸減と共に極あて安定性連続性のある 5-2Hzの徐波即ち α波とみなされたものが時間の経過

と共に周期の延長を来しつ1.nfjかにH1現した. その波形は一般に頂;!)}jの鈍化したもので，との

傾向は後になる程著明でるった.脳波は振111M極めて小さくなりiE常の腕投の性俗は乎均88分

後(脳温乎均24.2
0
C，IJ豆温度均26.4

0
C)に失はれた.釘lt誌の平均60分後(日向調子均26A

O

C，腹

温平均31ぷC)によじし 23分烏くれ， しかも脳温は 2SC，fl町民4.8
0

C低かった.共後末期即ち平

均160分後〈腕温平均14.b"C，腹温平均18.10C)に及んでJJf号波の再現をみたが釘日立の 137分後

刊誌湿 18.2
0

C，fJ互理 23.iOC)に比し 23分沿くれ脳mは3.4'C，I良温は 5.c)"C低かった・ きの場
合は3・Jltt\に於けるやうな吋期;í~のものは問現せす=不規悶td~怖の増大を来したにずさでな h った.

かくして還に脳波の治失は平均180分後(脳治;平均 18.2C，IJ夏温16.3
0

C)Rflち釘照の平均 175分

後(脳波平均14.3
0

C，)良温平均20.ら。C)に比し δ分よまくれ脳温は1.1"C，腹温は 4.2
0

C低かった.

心持動の停止も平均 198 分後 (m~1混平均 1 1.í
O

C，腹i毘平均 14.5
0

C) で艶!I.誌の 188分後(脳也子

;均12.!，oC，腹温平均19.4
0

C)に比し生存時時jま10分延長し，脳温は 1.2
0

C，iHヰ・温は4.9
0

C低かっ

た.即ちその泊長は質的にいって無腕酔の場合と殆ど鑓るととろが江い.強いて差を求めれば

量的にいって11暴露直後に於げる!脳波の生離反膝ウw軽度でるったとと， α放がH暴露後も暫時;I:jl;舟

されるとと， δ波の出現が苦明であるたとと等である. とれらはいすれもナルコ{ルの麻酔作

用に蹄せられるもので， ウレタン投興の場合にも全く同様の所見が認められたととによっても

明である.

しかし最も重要な差異は量的乃至質的関係よりも礎化が現れる時間的調係で性格の喪失，再

現，泊先等の時期が特に述べたやうにいづれも宝J照よりもか友り遮れてゐるととでるる. とれ

はアルコ{ル投興により凍死過程の脳波に現はれた最も大きな鑓化で特に強調されねばならだ:



凍死に闘する笈験的研究 115 

い，要するに閥i毘が低いにも拘らやlHtiの機能はな{e維持されてゐるととがアルコ{ルのもつ特

性と云ってよいのではなかろうか，換言すればアルコ{ルが凍死過認のかなり平期にみられる

大11慌の機能障碍そかなり程延させるとと，即ち凍死に効果的に作用するととな設明するものと

いうととが出来上う.

摘 要

以上の成績を要約すると弐のととが言われる.

家兎を背位に回定し 25% アノレコ~}"'釘J迂 6c.c を耳静脈内に注入すると直温は 30-60分後よ

り上昇しはじめ 120分後最高に濯し平均〔泊。Cの上界を示し共後再び下降する. との直温上昇

に!i臨してα波の周波数は増し一般にその出現が著明であった.

次にアルコ~}J.-を向践に注入し 15 分後， -..J.OOCの低温にH暴露した鰭温及び腕投ρ消長を迫

究した.骨豊温はアルコ~}J.-を興えないものと同様略々直線的に下降し室温に於ける牒な上芥は

みられなかった，

11暴露直後一過性の脳温上昇を来し?とのほ僅か1例でしかかi竪度であった. )但協は全過程陀於

て常にjlM照より 3_4
0

C 低く格始したのに反し11自主宜は l
O

C 以内で殆」子大~を認めなかった.腕波

に就いて見るとH暴露直後の振幅の減少は:僅かで、腕温に於けると同様に寒冷刺1践に封ずる生鰭反

!加工i限度であった， α波は5分後に至るまでその痕跡が認められたが共後再び出現しなかった.

問調 δ波は 10分後より 60分後に至るまで5-2Hzのものが振III];¥D漸減と共にその周問も漸衣
議

延長往来しつ U!月に認められた.特It:.30-45分後に於て 3-2Hzのものが更に遮鰻安定して

fI¥現した.共後に於ける消長は無麻酔の場合とm是々同様であったが性格喪失，再・現消失等の諸

縫化は多少おくれて出現した.即ち性格喪失は平均83分後で到照に比し23分，再・現?ま平均 160

分後で同じく 23分，消失は平均 180分後で5分の遅延を来した.生存時間も 198分で士J照に比

し10分延長した.結局アルコ，....}レ投興によって大脳機能障碍の出現時期がかなり遅れるとと，

従ってアルコ~ J"，は凍死に艶しては効果的に作用するものでるるととを認めた.
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Re昌um品

1njecting 6 c.C of 25 % alcohol per kg. into the vein of each ratbit， w巴 triedto st吋ythe 

relationships between the body temperature and the brain waves under the influence of cold 

temperature (-40
o
C). 

The body temperature falls with linear rate・

The abdominal tefnperature remains always 3-40C below comparing with the unanaesthetized 

controls. On the contrary， the brain temperature differs only wIthin lOC. 

The brain waves have not any particular difference comparing with controls. But， it is r← 
cognized that th巴 tim巴 ofthe lack of ordinary characteristics of the brain waves as well as th巴

times of the reappearance and of .the complete vanishment of the brain waves are later compa-

ring with the con trols. 

1n the other words， the functional activities of the brain are stiIl h巴ldin spite of low body 
temperature， in addition， the surγival duratioll is rather prolonged. 

、も


